
令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
外
務
省
告
示
第
二
百
四
号

令
和
七
年
二
月
二
十
七
日
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
王
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書

簡
の
交
換
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ

た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

経
済
社
会
開
発
に
係
る
計

画
等
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
両
政
府
の
関
係
当
局

で
合
意
す
る
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

四
億
四
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

植
野
篤
志
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
大
使

カ
ン
ボ
ジ
ア
側

プ
ラ
ッ
ク
・
ソ
コ
ン
副
首
相
兼
外
務

国
際
協
力
大
臣

令
和
七
年
六
月
十
日

外
務
大
臣

岩
屋

毅

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
五
号

令
和
七
年
三
月
二
十
日
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
王
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡

の
交
換
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

経
済
社
会
開
発
に
係
る
計

画
等
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
両
政
府
の
関
係
当
局

で
合
意
す
る
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

十
一
億
六
千
六
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

令
和
九
年
三
月
三
十
一
日

４

署
名
者

日

本

側

植
野
篤
志
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
大
使

カ
ン
ボ
ジ
ア
側

プ
ラ
ッ
ク
・
ソ
コ
ン
副
首
相
兼
外
務

国
際
協
力
大
臣

令
和
七
年
六
月
十
日

外
務
大
臣

岩
屋

毅

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
六
号

令
和
七
年
二
月
二
十
七
日
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
王
国
に
お
け
る
都
市
部
に
お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
処
理
能
力
向
上
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概

要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
連
合
開
発
計
画
と
の
間
に
行
わ

れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

都
市
部
に
お
け
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
処
理
能
力
向
上
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

三
億
七
千
八
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

植
野
篤
志
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
大

使

国
際
連
合
開
発
計
画
側

ア
リ
ー
シ
ャ
・
シ
ャ
ー
ケ
ル

在
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
代
表

令
和
七
年
六
月
十
日

外
務
大
臣

岩
屋

毅

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
七
号

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
に
マ
ニ
ラ
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

共
和
国
に
お
け
る
バ
ン
サ
モ
ロ
・
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ

オ
自
治
地
域
の
脆ぜ
い

弱
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
気
候
に

対
す
る
強
靱じ
ん

性
の
あ
る
生
計
向
上
計
画
の
た
め
の
贈
与
に

関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
世
界
食
糧
計
画
と
の

間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

バ
ン
サ
モ
ロ
・
ム
ス
リ

ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
地
域
の
脆ぜ
い

弱
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
気
候
に
対
す
る
強
靱じ

ん

性
の
あ
る
生
計
向
上
計

画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購

入
２

贈
与
額

七
億
五
千
七
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

遠
藤
和
也
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使

世
界
食
糧
計
画
側

レ
ジ
ス
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
在
フ
ィ

リ
ピ
ン
事
務
所
代
表

令
和
七
年
六
月
十
日

外
務
大
臣

岩
屋

毅

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
七
年
六
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

小
泉
進
次
郎

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
大
田
原
市
北
野
上
字

尻
高
田
入
二
七
八
〇
か
ら
二
七
八
二
ま
で
・
二
七
八
五

の
二
・
二
七
八
五
の
三
・
二
七
八
七
の
一
・
二
七
八

九
・
二
七
九
〇
（
以
上
八
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。）、
二
七
七
六
の
一
、
二
七
七
六
の
三
、

二
七
七
七
の
一
、
二
七
七
七
の
五
、
二
七
七
八
、
二
七

八
三
、
二
七
八
四
、
二
七
八
五
の
四
、
二
七
八
五
の
一

三
、
二
七
八
七
の
三
、
三
六
〇
四
の
二
四
、
三
六
〇
四

の
二
六

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
栃
木
県
庁
及
び
大
田
原
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
九
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
七
年
六
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

小
泉
進
次
郎

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岩
手
県
盛
岡
市
浅
岸
字
赤
重

三
〇
の
五

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

赤
重
三
〇
の
五
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岩
手
県
庁
及
び
盛
岡
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
九
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
七
年
六
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

小
泉
進
次
郎

一

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
岡
崎
市
小

田
町
字

井
ノ
口
二
六
の
一
、
二
七
の
一
、
二
七
の
二
、
二
九
、

三
〇
、
四
六
の
一
、
四
八
の
一
、
四
八
の
二
、
四
九
の

二
二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

井
ノ
口
二
七
の
一
・
四
六
の
一
・
四
八
の

一
・
四
八
の
二
・
四
九
の
二
（
以
上
五
筆
に
つ
い

て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
知
県
庁
及
び
岡
崎
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
九
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
七
年
六
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

小
泉
進
次
郎

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
栃
木
市
岩
舟
町
小
野

寺
字
中
妻
四
八
〇
九
、
四
八
一
〇

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

中
妻
四
八
〇
九
・
四
八
一
〇
（
以
上
二
筆
に

つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
栃
木
県
庁
及
び
栃
木
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）
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